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商 号 さくらインターネット株式会社

本 社 所 在 地 大阪市北区大深町4番20号

創 業 年 月 日
1996年12月23日
（会社設立は1999年8月17日）

上 場 年 月 日
2005年10月12日（マザーズ）
2015年11月27日（東証一部へ市場変更）

資 本 金 22億5,692万円

従 業 員 数 652名（連結）

（※2019年3月末日現在）

会社概要

インターネットインフラの提供を事業ドメインとして、

大阪、東京、北海道の３都市に5つのデータセンターを展開

会社概要

1996年12月に現社長の田中邦裕が、
舞鶴高専在学中に学内ベンチャーとして創業。

1999年8月に株式会社を設立。10月には、第1号
となるデータセンターを大阪市中央区に開設。

2005年10月に東京証券取引所
マザーズ市場に上場。

2011年11月、北海道石狩市に国内最大級の
郊外型大規模データセンターを開設。

石狩データセンター開設2011

東証マザーズ上場2005

1996

1999
・株式会社を設立

2015年11月に東京証券取引所
市場第一部に市場変更。

東証一部に市場変更2015

さくらインターネット創業

・最初のデータセンター開設

2016 創業20周年
2016年12月、創業20周年。
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データセンター

インターネット
利用者

コンテンツ
事業者

ブラウザやアプリを通じ

サーバにアクセスする

携帯電話

パソコン

データセンターに

データを預ける

プロバイダ

インターネット
データの保管・処理

さくらインターネット

携帯事業者

インターネットを

介してデータが流れる

データ

お金の流れデータの流れ

サーバ

利用者はインターネットを通して、データセンターにある

サーバ上のデータへのアクセスやデータ処理を行う

データセンターの役割



4

サービスラインアップ

当社のサービスは大きく2種類

サーバをサービスとして提供する

ホスティング

VPS・クラウドサービス

専用サーバサービス

レンタルサーバサービス
ハウジングサービス

物理ホスティング 仮想ホスティング

1台のサーバを
複数の顧客で利用

物理サーバ上に複数の仮想サー
バを構築することで

専用サーバのように利用
1件の顧客がサーバを

1台専有して利用

顧客のサーバをデータセンター
内に預かり、ラックスペース、
通信回線、電源などを貸与

顧客のサーバを預かる

コロケーション
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売上高 経常利益

業績推移

(単位：百万円)

市場機会の拡大とともに売上高も安定成長

今後はさらに成長を目指す

(単位：百万円)

※ 2015年3月期以前は単体決算数値を、2016年3月期第1四半期より連結決算数値を記載しております。

直近四半期推移

石狩DC
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さくらインターネットのお客さま

https://mixi.jp/
http://www.hatena.ne.jp/
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大阪本社（2017年6月にグランフロントに移転）
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石狩データセンター概要

3号棟・外観パース（中央：3号棟、左：1・2号棟）

2016年12月に3号棟が竣工 既存棟とあわせて約3,000ラック規模に



石狩データセンター全景
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1号棟

２号棟

３号棟

事務棟



石狩データセンター３号棟(２階事務所エリア)
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石狩データセンター３号棟(３階多目的エリア)
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データセンター内部

＜サーバーラック＞ ＜サーバー＞ ＜非常用発電機＞
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HVDCサーバ本格サービス
導入までの経緯



従来のＡＣ電源供給仕様とＨＶＤＣ12V電源供給仕様の違い
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▼HVDC 12V方式

▼従来のAC方式



HVDCサーバの導入までの歴史
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

2013年3月
・商用サービスに
正式導入（1号棟）

2012年8月 ・石狩HVDCコンテナPJT

2012年5月 ・石狩への導入発表

2011年5月 ・都内データセンターにて検証

2015年4月
・本格導入（2号棟）
・太陽光・超伝導PJTスタート

http://internet.watch.impress.co.jp/img/iw/docs/715/881/html/sakura02.png.html
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都内データセンターにて検証(2011年5月)

交流サーバとDC12Vサーバを
各10台の比較試験を実施

・90%以上の総合効率を確認した
・各試験項目について問題が無い事
を確認
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石狩データセンター敷地内のHVDCコンテナ検証(2012年8月～)

・3か月でコンテナ検証環境の構築
・1年間試験・検証を実施
・運用面・操作性・安全性・効率性
など問題ないかを確認



石狩DCで商用サービスとして正式導入(2013年3月)
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2013年3月12日
DC12V サービス・イン！

専業のデータセンターの商用サービスとして(世界初？)

1号棟に140kW・19ラックをHVDC12V方式で構築



石狩DCサーバルーム１部屋の本格導入、太陽光発電と直結(2015年4月)
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太陽光発電所とも直結して、直流のまま
給電可能に

http://internet.watch.impress.co.jp/img/iw/docs/715/881/html/sakura02.png.html


石狩データセンターのHVDCサーバ稼働状況
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石狩データセンターの
直流サーバ稼働状況



HVDC給電
システム サーバラック

サーバ室

高圧電気室

1号棟HVDCシステム

HVDC給電
システム

サーバラック

サーバ室

高圧電気室

2号棟HVDCシステム

DC340V DC380V

太陽光パネル

500m

100m

1号棟はHVDC給電シス
テムとサーバラックを
同じ室内に配置

2号棟はHVDC給電シス
テムとサーバラックを
別のエリアに配置
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石狩データセンターのHVDCサーバ稼働状況

http://www.irasutoya.com/2016/12/blog-post_566.html
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石狩データセンターのHVDCサーバ稼働状況 (2019年3月時点)

１号棟（サーバ室Ｂ） ２号棟（サーバ室Ｃ）

HVDC電源容量 140kW
(14kWﾓｼﾞｭｰﾙ×(9+1))

400kW
(20kWﾓｼﾞｭｰﾙ×(9+1)×2セット)

利用ラック数 19ラック
（サーバルーム内１列のみ）

120ラック
(サーバルーム１部屋全て)

集中電源容量 8kW/ラック
(2kWﾓｼﾞｭｰﾙ×(4+1)台)

6kW/ラック
(1.2kWﾓｼﾞｭｰﾙ×(5+1)台)

対象サービス
さくらの専用サーバ

さくらのレンタルサーバ
さくらの専用サーバ

さくらのレンタルサーバ

稼動サーバ数 約1100台 約3100台

現稼動電力 約70kW
（総電源容量の約50%）

約234kW
（総電源容量の約58%）

稼動開始日 2013年3月 2015年6月

その他
太陽光発電(200kW)と直結し、直流
で送電して利用 (2015年8月より)

※(参考) 石狩データセンター全体でのサーバ機器 約23,000台程度



HVDC給電システム サーバラックシステム

サーバ室B(1列)での
物理的な配置
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23

１号棟サーバ室B (140KW)のHVDCユニット
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１号棟サーバ室B (140KW)のサーバ搭載状況
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HVDC電源ユニット(左上)
200kW×２台

直流用ラック(左下）
6kW/Rack×120ラック

直流サーバ(右上)
1Uタイプ40台/ラック

太陽光発電(右下)
200kW

２号棟サーバ室C(200KW)のHVDCユニット

http://internet.watch.impress.co.jp/img/iw/docs/715/881/html/sakura02.png.html
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2018年9月9日NHKスペシャルより

北海道胆振東部地震発生時の裏側
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2018年9月6日 03：08頃、北海道胆振管内

中東部を震源とする震度７の地震が発生

・震源地に近い火力発電所(全道の
約半分の電力を担う)が被害を受
けダウン。

・これによりブラックアウトが発生、
北海道全域にて停電が発生する。
（地域により時間差あり）

北海道胆振管内中東部地震について

（出典） https://ja.wikipedia.org/wiki/北海道胆振東部地震

苫東厚真火力発電所

札幌

石狩

厚真町

震源付近

https://ja.wikipedia.org/wiki/北海道胆振東部地震
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弊社、石狩IDCが所在する北海道石狩市においては、

震度5弱を観測

・石狩IDCは電力会社より2系統受電であるが、地震発生とほぼ

同時刻に2系統とも送電停止。停電により非常用発電機が起動

・地震による建物の倒壊、液状化、地盤沈下や津波といった

二次災害は発生しなかった

・一時的に、水道水が断水状態となった

・通信インフラ(インターネット、携帯

電話)は使えたものの、携帯電話に

ついてはやや不安定となる状態があった

北海道胆振管内中東部地震について
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・地震による建物・設備は、ごく一部において軽微な

被害がみられた程度であった

また、サーバ機器類への被害

は無かった

・石狩IDC勤務スタッフは全員

無事(二次災害含め)であった

地震の揺れそのものによる、

致命的被害はありませんでした

石狩IDCの被害状況
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被災した社員の家族と炊き出しの様子



２号棟HVDCシステムと太陽光発電(マイクログリッド)の効果
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・売電をしない！ ・周波数制御や位相制御がいらない！
・系統連系がいらない！ ・グリッド網の対策は必要ない！
・ノイズが少ない！ ・ロスが少ない！
・停電時の使用が可能！ ・バッテリとの連携も容易！

メ
リ
ッ
ト

http://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/20150810_715881.html
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■本日のまとめ、お伝えしたいこと

・昨年の地震において、北海道では大きな被害が発生し、
ブラックアウトが発生した。

・当社の太陽光と直流給電システムにおいては、発電から送電、
負荷消費に至るまで全て直流であり、非常に少ないロスで
効率的に電力を使うことができるため、結果的に発電機の燃料
消費に大きな寄与した。

・また電力会社の系統連携を意識する必要がなく、エネルギーを
地産地消で使うことができることを、改めてメリットとして
痛感した。

地震対応の経験を振り返って



「やりたいこと」を「できる」に変える


